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1．救急医療委員会
　当院は、札幌市医療圏の二次救急医療へ循環器
科・呼吸器科・小児科が積極的に参加している。
　特に、循環器科は平成13年7月より独自の当直体
制を確立し、24時閲救急患者の受け入れ体制を取っ
ており積極的に救急医療を進めている。
　また、同時期に地域医療連携室を開設し、夜間、
休目、時間外における近隣の医療機関または診療所
からの救急患者受け入れ、札幌市救急隊からの要請、
夜間急病センターからの患者依頼については、管理
当直医師が直接対応する。なお患者の状態によって
は各科担当医師の応援体制も確立されており、可能
な限り受け入れする。
　救急医療体制が徐々に強化されてきた。
　このことにより、平成13年度は、休日、夜間、時
間外の患者数（外来、入院）および救急車による患
者搬送も前年度を大幅に上回り増加している。
（図1参照）
　また、災害救急当番日における時間外患者数（入
院・外来）および救急車による患者搬送も、年々増
加している。　（図2参照）
　これは、病院全体が救急医療に取り組んでいる姿
勢の結果である。今後、さらに体制の強化と救急医
療の重要性を認識し、社会保険病院としての役割り
を一層強化し地域から信頼される病院にしていきた
い。
　　　　　　　　　　　　（事務局　野田　和夫）
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2．外来運営委員会
　新棟への病棟引越が迫った平成12年末に内科の臓
器別外来への移行とともに、今後2年間外来棟落成
までの間、使用する内科外来の現存の外来棟内での
改築移転が協議されることになりました。
　平成12年12月5日外来運営委員会が急遽開催され、
内科全体の外来を旧検査室に移動し、全部で6ブー
スの診察室をもうけ、臓器別外来に移行することと、
その向かいにあった旧放射線部門を全てぶち抜きに
以前より狭儘で問題とされていた内科待合室とする。
また旧内科外来は新設予定の心臓血管外科外来と追
入科の超音波室に模様替えされる改築案が示され、
細部について各部署からの意見交換がなされました。
　平成！3年1月25日の会合で相当煮詰まり、まず新
棟に病棟が3月移転後は救急外来について日中は従
来通り各科外来または旧救急室で対応し、夜間は新
棟1階の救急室で対応する。旧検査室の採尿用トイ
レは廃止、旧栄養相談室は内科受付窓口にする。以
上のようなことが決定される。生理検査、放射線科
の検査に対しては、患者様に新棟まで、およそ150m
歩いて：貰うこととした。その後も各部門の情報交換、
摺り合わせのため同2月22日、同3月16日と頻繁に
開かれました。
　この間、平成13年2，月1日より旧事務室の前を通
る新膚との仮設廊下が完成し、霊安室の取り壊しの
ための慰霊祭が2月23日に行われ、3．月！1日病棟引
越が行われました。病棟引っ越し後、さらに新たに
新設渡り廊下が3月20日に完成。本格的に旧事務室
も含め旧病棟の解体が始まりました。そしてさらに
旧臨床検査部および旧放射二部の内科外来への模様
替えも開始され、平成13年5月ゴールデンウィーク
開けには内科外来の模様替えが終了し、平成13年度
になり赴任された消化器内科医師も参加し、臓器別
外来として新たなスタートをしました。また心臓血
管外科も旧内科外来の一部を模様替えして、開設さ
れました。この間の医局、看護部、臨床検査部およ
び放射線部の方々のご協力に感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　（委員長　池田　雄祐）
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3．倫理委員会の活動について
　最近の急速な医療技術の進歩とともに人間を直接
対象とした医学的研究並びに倫理的な配慮が必要な
医療行為等が国内の法律や医の倫理に関するヘルシ
ンキ宣言等の趣旨に沿っているかどうかを迅速かつ
各病院独自にその医学的研究および治療の妥当性を
検討しなければならないことが次第に増加して来て
おります。当院でも、この趣旨に従って倫理委員会
規定が作成され平成！3年4月9日に施行されました。
　この組織は院長を除く管理者全員、若干名の主任
部長、薬剤部長、検査部長と外部委員として山本穫
弁護士からなり事務局は庶務課長があたっておりま
す。院長から申請案件の審査を委嘱された委員会は
審査し、審査結果を院長に答申し、院長より申請者
に審査結果が通達されることになっております。以
下、平成14年6月現在までに行われた倫理委員会の
審査結果を簡単に報告いたします。
　第1回倫理委員会
　「一酸化窒素の吸入法の使用」について、心臓血
管外科の松浦主任部長より申請があり、平成13年10
月23日倫理委員会が開催され、申請が審査の上承認
され、院長に答申さり、使用の許可が出ました。
　第2回倫理委員会
　辻内科主任部長より申請のあった臨床研究「PAF－
AH（platelet　activating　factor　acetylhydrolase）と動脈
硬化症との関連性の検討」について、委員会が平成
14年4月8日と5月13日に行われ、一部修正の上、
承認され院長に答申され、臨床研究が開始されまし
た。
　第3回倫理委員会
　廣瀬副院長兼泌尿器科主任部長より　「前立腺疾患
の調査」の申請があり、平成13年5月13日に倫理委
員会が行われ、一部追加の上、承認となりました。
　現在のところ、以上3件が倫理委員会の審査を申
請し、審査され院長に答申され、治療、臨床研究が
行われております。
　急速な医療技術の発達に伴い、患者の権利擁護か
らも所謂、薬剤等の治療、あるいは医療保険で未承
認の最新治療および臨床応用等を行う場合には、予
め倫理委員会に申請し、審査を受けることを考慮の
上、医療活動に当たることを倫理委員会からもお願
いする次第です。
　　　　　　　　　　　　（委員長　池田　雄祐）
4．ボランティア委員会
　私達の病院は、地域に根ざした開かれた病院づく
りを目指しています。その一環としてボランティア
導入があり、本委員会は平成11年4月に設置されま
した。導入にあたりボランティアは私達医療側の仕
事を決して肩代わりするものではないことを共通認
識として確認しました。委員会規定の作成、ボラン
ティア募集、オリエンテーション、職員への啓蒙、
部屋の確保等々検討し、　「出来ることを・出来る範
囲で・出来る時間だけ」をキャッチフレーズに募集
を開始しました。同年！1月ボランティア登録19名
（男性4名・女性！5名）になり、12月より活動が始
まりました。内容は外来での案内（自動再来機の扱
い方・場所・荷物運び・赤ちゃん抱っこなど）、行事
の手伝い（小児科～七夕・ひな祭り・餅つき・コン
サート）、病棟（話し相手・本の読み聞かせ・散歩）、
図書の整理整頓、植木の手入れ等です。活動時間は
基本的には9：00～16：00．健康管理センター2F
の1室がボランティア室で、作業・休憩・情報交換
の場になっています。平成12年に入り、ボランティ
ア通信発行・ボランティアの会の名称を“mano”
（マノ：伊語で手）とつけ主体的に動いていきまし
たが、3年目を迎えて就職、転居、体調等で抜けて
いく方々が続き、平成14年現在は5名となっていま
す。年代は20～70代と幅があります。互いに顔を合
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わせる事が少ないので心細さもあるようです。今後
老健のボランティアとの連携を考えているところで
す。
北海道社会保険病院　ボランティア委員会規定
（目　的）
第1条　病院ボランティア委員会（以下「委員会」
　　　　という）は、病院長の諮問機関とし病院ボ
　　　　ランティアの自主的な活動を尊重し、院内
　　　　でのボランティア活動が利用者のサービス
　　　　向上に寄与するため支援することを目的と
　　　　する。
（構　成）
第2条　委員会の委員は、病院長が任命し医局・看
　　　　護部門及び事務部門各3名、MSW　1名、計
　　　　8名で構成、委員長1名・副委員長2名を
　　　　置く。構成メンバーは別紙のとおりとする。
（会　議）
第3条　委員会は、委員長が月1回又は必要に応じ
　　　　て開催し、議長を務めるものとする。委員
　　　　長は必要に応じ関係者を会議に出席させる
　　　　ことができる。
（役　割）
第4条　委員会は、目的達成のため次のことを行う。
　　1）ボランティア会の開催。
　　2）院内ボランティア研修会の企画及び開催。
　　3）ボランティア活動に対する助言及び支援。
　　4）ボランティア活動に必要な場所並びに物品
　　　　の提供。
　　5）その他ボランティア活動に必要な事項。
（任　期）
第5条　委員の任期は3年とし、再任を妨げない。
（事務局）
第6条　委員会の事務局は看護局に置く。
附　則
　この規定は、平成1！年4月1日より施行する。
　　　　　　　　　　　（看護局　勝田　道子）
5．医療安全管理委員会
　当委員会は、当院における医療安全体制を確立す
るために医療事故の予防・再発防止対策ならびに発
生時の適切な対応などを確立し、適切かつ安全で質
の高い医療サービスを提供することを目的として開
催されています。　「盲評はエラーを犯すもの」との
観点に立つものの「常に医療事故を絶対に防ぐの
だ」という強い信念を基本姿勢としています。具体
的な活動としては月1回の委員会時に前月に集まっ
たインシデント、およびアクシデント報告を項目別
に分析し、必要であればリスクマネージャー部会を
適時開催し、具体的対策を立てて委員会でその対策
を決定します。また、その対策の効果の評価も行い
ます。別紙に医療事故防止対策に関する各委員会の
位置づけを示しています。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
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医療事故防止対策に関する各委員会の位置づけ
医療安全管理委員会
（医療安全管理委員会） 報告・
院　長
委員長：副院長
ﾏ　員：診療部長又は医長、薬剤部長、看護局長又は
@　　　看護科長、事務局長又は看護課長等
?　旨：医療事故防止の責任的立場にある者の協議に
@　　　よる院内事故防止体制の確立
焉@容：医療事故の発生防止、医療事故への対応に
@　　　関する全般的事項
提言
必要に応じて報告
院　長
　　　　　医療事故、ヒヤリ・ハット
@　　　　事例の報告
@　　　　事故防止対策の提言
潟Xクマネージメント部会
報告
?吹
@報告
委　員：石、薬剤師、看護師、診療放射線技師、
@　　　臨床検査技師、事務職員等
?　旨：医療事故防止を図るための実効的な部会
焉@容：ヒヤリ・ハット報告、医療事故報告書の評価
@　　　事故防止対策の具体的内容について検討
医療事故 保管の
w示
報告書等　　　　　　　　ヒヤリ・ハット　　　　・決定事項伝達
?議資料提出　　　　　　体験報告　　　　　　医療事故防止の啓発
@　　　　　　　　　庶　務　課
ヒヤリ・ハット報告、医療事故報告の受理、保管
↑　　　　↓　　　各職場
リスクマネージャー　　　　　　　　　　　　　　　　上　司
職員：各診療科、各看護単位型、各部三三に1名指名
ﾆ務：・医療事故の原因、防止方法に関する検討提言
@　　・委員会、部会との連絡調整
ヒヤリ・ハット体験
?吹i期限：翌日）
委員会・部会決定事項の伝達
纓ﾃ事故防止の啓発
@　　全　職　員
医療事故報告
i直ちに）
体験した医療従事者
ヒヤリ・ハット事例を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療事故に関わる
医療従事者
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6．地域医療連携室
　　　　　　　　　はじめに
　多様化する医療ニーズに応える地域病院を目指し
て、医療資源の効率的活用と医療機関の機能分担の
促進を図り、医療機関相互の連携を密にして地域住
民に満足される医療の提供を行うため、平成13年7
月に「地域医療連携室」を開設した。
　開設にあたり、札幌市医師会各区支部長へのご挨
拶、及び371医療機関への案内状を送付した。また、
「地域医療運営委員会」を6月19日及び7月30日に
開催した。
　地域医療連携室では、紹介患者の受診予約日程調
整及び地域医療機関との連絡、また、院内との連絡
調整を行うものとし、フリーダイヤルのFAXを庶務
課内に設置。地域医療部長ほか担当者2名で業務に
あたることとした。
　その後、平成14年10月、地域医療連携の拡充、強
化のために独立した「地域医療部」を設け、訪問看
護師・SW・事務専任スタッフを「地域医療連携
室」に配置。さらなる連携強化に向けて、広報活動
等に励んでいる。以下活動状況を報告する。
　　　　　　　　　連携状況
　平成／4年10月末における地域医療連携状況は、紹
介患者数390名。そのうち、検査依頼は87名、入院
依頼は48名、外来診療は255名と、多くは外来受診
である。
　医療機器の共同利用は少なく、当初の検査依頼か
ら実施までの待ち日数、放射線医師の非常勤体制に
問題があったように思われる。しかし、平成14年4
月からの、放射線医師の常勤体制、放射線医療機器
の整備などで、若干の伸びを見せている。
　利用会員別では、豊：平区が紹介患者数199名、医
療機関数は23と最も多く、次いで南区の利用が多い。
地域周辺医療機関の利用が多くを占めている。
　　　　　　　　院内活動状況
　平成13年7月より、従来のDoctor－to－Doctorでの患
者紹介を、地域医療連携室をとおしての紹介に変え
るため、院内・外医療連携のフローチャートを作成。
「地域医療運営委員会」を2度開催した。
　また、院内広報誌‘‘北中スラローム”に地域医療
連携室の紹介を掲載する。
　しかし、　「地域医療連携室」を職員が理解するま
でにかなりの時間を要したようだ。　「地域医療運営
委員会」及び、各職種担当者との打ち合わせを密に
する必要があったと考える。地域医療機関及び院内
への広報に努力することが、今後の課題である。
　　　　　　　　　おわりに
　開設してからわずか1年3ヵ月を経過したところ
であるが、利用している医療機関数がいまだ少なく、
連携が限定され、従来のDoctor－to－Doctorの紹介が多
くを占めている点は重視すべき問題である。地域医
療連携の重要性について、地域医療機関、また院内
の職員の理解が十分とは言えず、さらに理解を広め
ていくさらなる努力・活動が必要と考える。
地域医療部長　　　　　　池田　雄祐
地域医療連携室室長　　　金谷　春美
地域医療連携室：事務主任　高階　聖美
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地域医療連携室　活動状況
平成13年7月～平成14年10月末
紹介患者件数
外来診察 入　院 検　査 延件数
呼吸器科 57 11 3 71
消化器科 35 19 7 61
循環器科 30 5 2 37
糖尿代謝 16 1 1 ！8
心臓血管外科 6 0 0 6
小　児　科 19 6 0 25
外　　　　科 16 1 5 22
整形外科 2 1 1 4
産婦人科 15 1 16
泌尿器科 13 ！ 14
耳鼻咽喉科 35 2 37
眼　　　　科 8 8
歯科口腔外科 0 ！ 1
皮　膚　科 3 3
放射線科 0 67 67
合　　　　計 255 48 87 390
紹介患者件数
　　　　歯科口腔外
　　　　　　科　　1皮膚科
耳響科ぜ科一捨功科
　泌尿器科
　　4％　　一
　産婦人科
　　　5馬
整形外科　＿．
　1％
外科．．／
　7％　　　　小児手
　　　　　8％
心臓壷管外
　科
　2％
　　糖尿代謝
　6％
循環器科
　119b
消化器科
19鬼
利用会員（医療機関数）
延会員数 延患者数
豊　平　　区 23 199
南　　　　区 13 134
清　田　区 8 11
中　央　区 6 29
白　石　　区 0 0
厚　別　　区 ！ 1
東　　　　区 1 1
西　　　　区 1 1
北　　　　区 1 1
手　稲　区 0 0
市　　　　外 4 5
合　　　　計 58 382
利用会員（医療機関数）延会員数
　東区
　　2％
　　　　　・＼厚別区
　2％　　　』『、　ノ
中央区
　10％　一　
西区北区
　2％　　2％
『　　　　　　　　　　　　1
・1
　市外
！　　7％
清田区　　　　　　’
14％・浴Di灘
　　　　　　　　，　　翌
　　　　　　南区
　　　　　　　22％
豊平区
39％
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月別利用状況
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　巽
@　　　　　　　　　　　　　　　　　擁
K等鷺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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’・・
F：’・”’@’”・・’蛎＝、
7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
一擬一外来 13 8 7 9 5 16 10 16 13 14 23 16 31 26 24 24
＋入院 3 3 0 1 3 6 4 1 3 2 2 1 1 6 2 8
…議一検査 1 2 2 1 2 0 1 3 3 5 8 5 15 14 8 19
＋全体 17 13 9 11 10 22 15 20 19 21 33 22 47 46 34 51
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7．衛生委員会の活動について
　昨年10月より衛生委員会が1ヶ月に1度開催され
ることになりました。以前にもこの会が存在してい
たようですが、次第に休眠状態に陥り、この数年は
開催されない状態が続いていたようです。事務局の
働きかけもあり、平成13年10月から再開されました。
委員は池田副院長、薦田薬局長、竹内婦長、坪野検
査科技師長、田口放射線科技師長、後藤庶務課長、
菅原家政係長、相馬7北看護師、宮越トシリハビリ
ー部員、さらに産業医である高井消化器科部長も加
わって貰い、計11人が管理者より委員を委嘱されま
した。
　10月からの開催日と主な審議内容を述べます。
第1回　10月31日（木）出席者9名
　　　　抗癌剤等の点滴作成時の飛沫が眼などへ汚
　　　　染防止。院内禁煙の管理者側の対応
第2回　11，月20日（水）出席者10名
　　　　オーダリングシステム導入による全面院外
　　　　処方化、院内禁煙
第3回　12月19日（水）出席者10名
　　　　秋の健康診断の施行方法
第4回　1月16日（水）出席者8名
　　　　感染症について
第5回　2，月20日　（水）出席者6名
　　　　秋の健康診断結果
第6回　3月20日　（水）出席者9名
　　　　ベットマットの消毒
第7回　5．月15日　（水）出席者8名
　　　　職員のツベルクリン検査
　以上、院内の諸問題につき討論が行われ、薬物調
製（点滴等）の際の汚染防止にはゴーグル、注意書
きの各詰所への配布、職員健診では可及的に勤務時
間内での健診受診の徹底、全面院外処方化、そして
ベットマットの消毒等は提案通り実施される運びに
なりました。
　今後とも関係各部署へ有意義な提案をしていこう
と考えておりますので、職員の方々には上記各委員
に対する働きかけをお願いいたします。
　　　　　　　（衛生委員会委員長　池田　雄祐）
8．クリティカルパス委員会
　本委員会は、患者サービスの向上と業務の効率化
を図ることを目的に平成12年5月に設置されました。
委員長は池田副院長でメンバーは各診療科医師とそ
のセクションの看護師、コメディカルからなり、定
例月1回の開催としてきました。パス作成の有無、
数はバラツキが見られますが全セクションで取り組
んでいます。病棟引越し等で委員会が平成13年5月
以降開かれていませんので早急に再開するつもりで
す。平成14年2月現在のパス数は25種類となってお
り、スタッフ用と患者用がほぼ全例で作成され利用
されています。
クリテイカルパスー覧
1．膣式子宮全摘出術
2．腹式子宮全摘出術
3．子宮附属器切除術
4．子宮内容清掃術
5．帝王切開術
6．正常分娩
7．子宮内感染症疑（前期破水・羊水混濁）
8．帝王切開娩出新生児
9．前立腺針生検
10．口蓋扁桃摘出術
1！．腹腔鏡下胆嚢摘出術
12．鼠径ヘルニア切除術
13．大腸ポリープ切除術
14．CAG
15．PTCA・スチント
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16．ペースメーカー植込み術
17．急性心筋梗塞（小梗塞）
18．心臓リハビリテーション
19．気管支鏡
20．人工大腿骨骨頭置換術
21．アキレス腱縫合術
22．末梢血幹細胞移植
23．肺結核
24．白内障
25．緑内障
（：事務局　勝田　道子）
9．診療材料委員会（旧医療材料検討委員会）
　診療材料委員会は、当院において使用する診療材
料の適正な管理と効率的な運用について、必要な事
項を審議する委員会です。
　平成14年4月に委員会規則及び細則を定め、平成
14年5月8日・6月10日と2回開催しました。規則
及び細則の主な内容は、新規購入診療材料・臨時購i
入診療材料（試供品含む）・緊急購入材料診察の3
本に分けて申請します。また、新規採用にあたって
は、同種、同効材料が有る場合はその既採用診療材
料の削除についても併せて審議します。
　第1回目の委員会では、申請数37品目のうち臨時
採用、心臓血管外科7品目・放射線第1品目・眼科
5品目・整形外科12品目・循環器科1品目、緊急採
用で麻酔科1品目・放射線科3品目・心臓血管外科
2品目・小児科1品目・外科4品目以上審議の結果
採用になりました。
　第2回目では、申請数20品目のうち新規採用、放
射線部1品目・循環器科8品目・整形外科6品目、
臨時採用で産婦人科1品目・糖尿代謝科1品目・消
化器科1品目・ME部1品目、緊急採用で呼吸器科
1品目となりました。削除品は、褥創処置に使用す
るドレッシング類の5点が削除になりました。
　以上、診療材料委員会での審議結果を報告します
が、今後も診療報酬の改定等医療を取り巻く厳しい
環境が続く事が予想されますので、診療材料の適正
な使用及び効率的な運用にご協力下さい。
　　　　　　　　　　　　（用度課　佐々木正次）
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10．治験審査委員会の現況
　治験とは厚生労働省から医薬品、医療用具等の製
造承認を得るための臨床試験のことです。
　・治験実施計画書により治験の目的、計画および
　　実施が妥当かどうか。
　・被験者の同意を得るに際し同意文書が適切かど
　　うか。
　・被験者への健康被害に対する補償の内容が適切
　　かどうか。
　・当該治験の副作用情報について検討し、当該治
　　験の継続の可否について。
　以上が治験審査委員会の主な審議内容です。
　「医薬品の臨床試験の実施に関する基準（Good
Clinical　Practis；GCP）」は、平成9年4月に新GCP
として改訂、法制化され平成10年4月から完全施行
となりました。
　治験審査委員会の開催頻度は案件によりますが1
～2ヶ，月に1回開催しております。患者様の立場に
立った治験審査委員会が求められています。
　当院の治験の受け入れ件数は、第IV相臨床試験を
含めて平成！0年度4件、平成11年度6件、平成12年
度8件、平成13年度3件、平成14年度（4月まで）
1件でした。一つの治験で1年以上続く治験もかな
りあります。
　2年程前から治験によっては治験コーディーネー
ター（CRC：Clinical　Reserch　Cordinator）が治験の
進行をサポートしています。CRCとは、治験に関
する業務のうち医学的判断を伴わない部分を医師に
代わってまたは共同で行う職種です。
　平成14年3月に医薬品副作用被害救済・研究振興
調査機構（通称：医薬品機構）からGCP実施調査が
入りました。GCP実施調査は治験を数多く受けてい
る病院または一治験の症例数の多い病院に調査に入
ると言われております。調査は大きな指摘もなく無
事終わりました。
　　　　　　　　　平成14年6月！7日薦田　博義
　平成14年6月1日現在の治験審査委員会の構成委
員は下記の通りです。
治験審査委員長　池田　雄祐　副院長（外科）
　　　　　委員　廣瀬　主将　副院長（泌尿器科）
　　　　　　　辻　　昌宏
　　　　　　　　　　内科糖尿病代謝科主任部長
　　　　　　　秋山　也寸史
　　　　　　　　　　　　内科呼吸器科主任部長
　　　　　　　金谷　健史　耳鼻科主任部長
　　　　　　　薦田　博義　薬剤部長
　　　　　　　坪野　了以　検査技師長
　　　　　　　斉藤　幸子　外来科長
　　　　　　　宮森　　栄　経理課長
　　　　　　　我孫子　猛　医事係長
　　　外部委員　山本　　穫
　　　　　　　　　　札幌弁護士会所属　弁護士
　　　　事務局　薦田、宮森、我孫子
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治験受付一覧表
契約年月日 依頼者 治験課題名 区分 責任医師 症例数
Hユ0，8．25～
g13．！1．6 エーザイ
グラケーカプセル
恣??ﾇにおける骨折予防に関する試験
@　　　　　　（OF　Study）
第IV相小林三二 4例
H10．11．9～
g12．3．31
日本べ一リンガー
Cンゲルハイム
Ba　253　BINEB
aa253定量噴霧式エロゾル剤を対照とした
?d．盲検比較試験
第二相 岸不二二 6例
H10．12．9～
g16，3．31 三共
メバロチン錠
n煙件ﾇ治療による虚血性心疾患一次予防効果試験（Mega　Study） 第IV相辻　昌宏 5例
H10．！2，9～
g11．3．31 エスエス製薬
Ba598P
Aレルギー性鼻炎炎及び血管運動性鼻炎
ﾉ対する有効性及び安全性試験
第皿相 金谷健史 4例
H11．5．26～
g12．6．30 日本たばこ
JTT－501
Cンスリン非依存型糖尿病に対する用量
ﾝ定試験
第1相辻　昌宏 4例
H11．7．30～
g12．5．31 小野薬品
ONO－1078
攝ｫ副鼻腔炎に対する二重盲検無作為化
ｶ魚群転出較試験
第二相 金谷健史 4例
H11．8．1～
g13．10．31
グラクソ・スミスクライン
iスミスクライン・
@　ビューチャム）
SB207499
攝ｫ閉塞性肺疾患に対する二重盲検法に
謔髏эｧ用量及び有効性試験
第H相岸三盛彌 6例
H11．10．4～
g12．4．30 キツセイ薬品
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害に対する
繩咜謔g相試験
第H相廣瀬崇興 6例
H11．！0．4～
g13．4．30 キッセイ薬品
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害に対する
ｷ期投与試験
第1相廣瀬崇興 4例
H11．10．28～
g12．6．30
アベンテイスファーマ
iヘキスト・マリオン・
@　　　　ルセル）
HMR3647
x炎に対する600mg及び800mg（1日投与）
L効性及び安全性の検討
第H相二不二彌 3例
H12．5．18～
g14．3．31 山之内製薬
B617
ｺ部尿路症に対する長期投与時の
ﾀ全性及び有効性の検討
第二相 廣瀬崇興 10例
H12．5．22～
g14．4．30
グラクソ・スミスクラシン
iスミスクライン
@・ビューチャム）
SB207499
攝ｫ閉塞性肺疾患に対する臨床評価
ｷ期投与試験
第H相岸三蓋彌 1例
H12．8．21～
g13．12．31 バイエル薬品
BAY38－9456
u起障害に対する用量反応試験 第二相 廣瀬崇興 16例
H12．7．25～
g14．3．31 塩野義製薬
S－4661
｡雑性尿路感染症に対するMeropenem
ﾆの二重盲検比較試験
第 ：相廣瀬崇興 4例
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契約年月日 依頼者 治験課題名 区分 責任医師 症例数
H！2．9．21～
g14．3．31 小野薬品
ONO－1078ドライシロップ
ﾊ年性アレルギー性鼻炎に対する用量
ｽ応性及び安全性試験
第H相金谷健史 6例
H12．11．14～
g14．3．31
日本ワイス　　　、　　レダリー ：L－084
｡雑性尿路感染症を対象とした第H相
ﾕ床試験
第H相廣瀬崇興 3例
H12．12．5～
g13．5．3！
アベンティスファーマ
iヘキスト・
}リオン・ルセル）
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害に対する
繩咜謔g相試験
第H相廣瀬崇興 4例
H！2．12．20～
g14．3．31
日本ベーリンガー
Cンゲルハイム
Ba679BR
ｲ末吸入剤のCOPDを対象とした
ｷ期投与試験
第皿相 岸不壼彌 6例
H13．3．22～
g14．9．30 大鵬薬品
TF－505
O立腺肥大症に対する探索的検討 第H相廣瀬崇興 6例
H13．5．15～
g14．9．30 アストラ・ゼネカ
ZD4522ヘテロ接合体性家族性高コレステロール
件ﾇに対するHMA－CoA還元酵素阻害剤Zc4522の有効性及び安全性を検討する用F量増量試験
第H相辻　昌宏 5例
H13．9．13～
g15．6．30 三共
CS－801
A失禁を伴う過活動膀胱を対象としたプ
宴Zポとの4群間二重盲検比較試験
第H相廣瀬崇興 8イ列
H14．4．12～
g15．7．31 第一製薬
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害を対象とし
ｽ第皿相臨床試験
第皿相 廣瀬六六 5六
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11．医療費適正化委員会
　当委員会は医療費の請求を適正に行うための委員
会です。各領域の20数人の委員がおり、毎月下旬の
水曜午後5時半から開始され、1時間から1時間半
ほどの時間をかけています。具体的には、返戻また
は査定されたレセプトを審査し、注意事項を明らか
にして医師に今後の参考にしてもらうこと、および
査定されたレセプトを検討し、再審査請求が可能か
どうかを判断することです。
　ご存じのように、レセプト請求は病院収入の主体
であり、良い意味でも悪い意味でも適正に行わなけ
ればなりません。しかし、法律的な複雑な判断部分
も沢山あり、画一的には処理できません。
　主な適正化は「病名漏れ」　「検査・治療の過剰」
「決められた基準に沿わない医療」などの是正が大
部分です。これらのほとんどは医師または事務の不
注意によるものです。
　ある部分ではコンピューター化すれば、是正され
そうな部分もありますが、なかなかうまく行かない
点も多くあります。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
12．薬事委員会
　当委員会は、院外及び院内の採用医薬品を審査す
ることが目的です。毎月1回約1時間かけて行われ
ます。
　ご存じのように新薬は次々と登場しますが、それ
らの採用を決定する訳です。しかし、無限に増えて
来ると薬剤部が困りますので、半年毎にあまり使用
されなかった薬品を削除しています。
　最近では国の方針に従って、後発晶の採用も行っ
ています。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
13．院内感染対策委員会
　当委員会は院内感染が問題となった10数年前から
厚生省の指導のもと、ほぼ全国の病院で作られた委
員会です。
　当院でも毎月1回開催し、耐性菌の検出状況、刺
傷事故報告、抗MRSA薬の使用状況などが報告され
ると同時に耐性菌によるアウトブレイクが発生した
場合には、的確な分析と対応を行っています。
　昨年は新たなマニュアルを制作し、また各病棟の
リンクナースを指名し、当委員会と各病棟の連絡を
行うような体制としました。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
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北海道社会保険病院における
　　院内感染対策システム
病　　院　長
薬剤部 院内感染対策委員会ICT（ICD，リンクナース） 細菌検査室
外
来
病
棟
手
術
部
　中
州
）
事
務
局
院内感染対策委員会委員
感染対策委員長
院　長
副院長
事務局長
看護局長
消化器科主任部長
消化器科部長
呼吸器科主任部長
検査部長
小児科部長
小児科部長
婦人科主任部長
耳鼻咽喉科主任部長
麻酔科主任部長
外科主任部長
薬剤部副部長
検査部副技師長
検査部主任
放射線部技師長
栄養課
看護局次長
手術・中材科長
外来科長
5南病棟科長
7南病棟科長
廣瀬　崇興
岸　不蓋彌
池田　雄祐
木村　司郎
朽木　恵子
古家　　乾
高井　重紀
秋山也寸史
澤田　博行
中山　承代
八十嶋弘一
守谷　修而
金谷　健史
堂崎　信一
長谷　泰司
佐々木　淳
中田　隆三
松本　英伸
田口　英雄
山田　朋枝
勝田　道子
大友とも子
齋藤　幸子
三品　則子
牧　　愼子
老健副施設長
老健看護介護部長
事務局次長
庶務課長
施設課長
※リンクナース
4F病棟5南病棟
5北病棟
6南病棟
6北病棟
7南病棟
7北病棟
手術・中高
外　　　来
仙石　忠雄
堀　　由美
後藤　英昭
野田　和夫
松下　克則
須藤由紀子
三品　則子（委員）
山本　京子
木村　千春
神崎　博子
牧愼子（委員）
沓澤佳代子
大友とも子（委員）
齋藤　幸子（委員）
（平成14年8月現在）
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